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１．概要（Summary） 

現在、口腔組織再生医療において、臨床的に用いられ

ている動物性由来のコラーゲンは感染症の可能性が否定

できないことから、使用できない地域が存在する。そこで、

移植材料として、人と共通のウイルスを持たない海産物

（魚のうろこ）を用いたコラーゲン材料への期待が高まって

いる。また、実際のヒトの口腔粘膜はマイクロレベルの微

細構造を持つために、人工口腔粘膜においても同様に

微細構造を付与することが必要である。 

 そこで、本検討では、口腔粘膜の微細構造をフォトリ

ソグラフィー装置、エッチング装置を用いて作製し、観察

した。エッチング条件等を制御することによって、ヒトの口

腔粘膜に近い微細構造の作製に成功した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 両面マスクアライナ 

 Deep-RIE 装置 

【実験方法】 

シリコンチップを有機洗浄した後、マスクアライナを用い

てフォトリソグラフィーを用いて、マスクパターンを形成した。

マスクパターンに従って、Deep-RIE の異方性エッチング

で凹凸構造を作製し、異方性ウエットエッチングによって

波型形状を作製した。作製したシリコンパターンは、

PDMS モールディングを行い、電子顕微鏡や光学顕微

鏡を用いて観察を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

フォトリソグラフィー、異方性ドライエッチング、等方性ウ

エットエッチングを用いることで、ヒトの口腔粘膜に近い構

造の作製に成功した (Fig. 1 および Fig. 2) 。 

また、PDMS に対して、Si の微差構造の完全な転写を

確認した。本 PDMS モールドは魚うろこコラーゲンへの転

写モールドとして有用であると考えられる。 

 
Fig. 1 Fabrication results of the Si mold.  

 

 

Fig. 2 Fabrication results of the PDMS mold. 

 

４．その他・特記事項（Others） 

装置を使用するにあたり、早稲田大学ナノライフ創新研

究機構 水野潤 研究院教授に多くの助言を得ましたこと

に感謝致します。 

・関連論文 

Ayako Suzuki, et al., Journal of Biomaterial Science, 



Polymer Edition, 2020, pp.1-23. 
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